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(57)【要約】
　所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成
する呼称生成部と、アイテムを推薦情報として表示する
場合に、少なくとも１個の呼称を選択する選択部と、選
択された呼称を、アイテムを示す情報と共に表示する表
示制御部とを有する情報処理装置である。
図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成する呼称生成部と、
　前記アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選択する選択
部と、
　前記選択された呼称を、前記アイテムを示す情報と共に表示する表示制御部と
　を有する
　情報処理装置。
【請求項２】
　複数のアイテムを前記推薦情報として表示する場合に、前記選択部は、各アイテムを、
それぞれに対応付けられた呼称により特定できるように、各アイテムに対応付けられる呼
称を選択する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記選択部は、第１のアイテムに対応する第１の呼称と第２のアイテムに対応する第２
の呼称とが重複しないように呼称を選択する
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記選択部は、前記第１のアイテムと前記第２のアイテムとが同一のジャンルに属する
場合に、前記第１の呼称と前記第２の呼称とが重複しないように呼称を選択する
　請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記選択部は、前記第１のアイテムに対応する呼称として前記第１の呼称と異なる呼称
を選択する場合に、前記第１の呼称との類似度が所定より小さい呼称を選択する
　請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記第１の呼称と前記第２の呼称との重複が避けられない場合に、
呼称とは異なる選択情報を、前記第１のアイテム及び前記第２のアイテムのそれぞれを示
す情報と共に表示する
　請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記選択情報によるアイテムの選択を促す出力を行う
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記選択情報として、表示される呼称に含まれる意味を有しない情報が用いられる
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記選択情報は、色及び形状の少なくとも一方である
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記選択部は、ネットワークを介して得られる情報を参照して呼称を選択する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記選択部は、複数の第１の呼称及び複数の第２の呼称を選択し、
　前記表示制御部は、前記複数の第１の呼称及び前記複数の第２の呼称を表示する
　請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　呼称生成部が、所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成し、
　選択部が、前記アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選
択し、
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　表示制御部は、前記選択された呼称を、前記アイテムを示す情報と共に表示する
　情報処理方法。
【請求項１３】
　呼称生成部が、所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成し、
　選択部が、前記アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選
択し、
　表示制御部は、前記選択された呼称を、前記アイテムを示す情報と共に表示する
　情報処理方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、情報処理方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータのユーザインターフェースのうち、ユーザにとってより自然、または直感
的な動作での操作を実現するナチュラルユーザインターフェース（ＮＵＩ：Natural User
 Interface）が、近年広く注目されている。例えば、下記特許文献１には、一般的なオブ
ジェクトに関する呼称を事前に定義し、定義された呼称を用いることによりＮＵＩを実現
する装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１８３６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、新規に完成した施設やあまり知られていない物のように、一般的な呼称が確立
していない物（以下、呼称未定物と適宜、称する）は、どのような呼称で特定されるかが
不明である。従って、呼称未定物に対する呼称を事前に機器側で作成し、ユーザによる当
該呼称の使用を誘導すれば、当該呼称による呼称未定物の特定が可能となり、ユーザと機
器との間におけるより自然なインタラクションに資することになる。
【０００５】
　本開示は、例えば、呼称未定物に対応する呼称を生成し、生成した呼称を提示する情報
処理装置、情報処理方法及びプログラムを提供することを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示は、例えば、
　所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成する呼称生成部と、
　アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選択する選択部と
、
　選択された呼称を、アイテムを示す情報と共に表示する表示制御部と
　を有する
　情報処理装置である。
【０００７】
　本開示は、例えば、
　呼称生成部が、所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成し、
　選択部が、アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選択し
、
　表示制御部は、選択された呼称を、アイテムを示す情報と共に表示する
　情報処理方法である。
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【０００８】
　本開示は、例えば、
　呼称生成部が、所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成し、
　選択部が、アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選択し
、
　表示制御部は、選択された呼称を、アイテムを示す情報と共に表示する
　情報処理方法をコンピュータに実行させるプログラムである。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示の少なくとも実施の形態によれば、呼称未定物に対応する呼称を生成し、生成し
た呼称を提示することができる。なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるもの
ではなく、本開示中に記載されたいずれの効果であっても良い。また、例示された効果に
より本開示の内容が限定して解釈されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本実施の形態の概要を説明するための図である。
【図２】図２は、ユーザに対して表示される一覧画面の例を示す図である。
【図３】図３は、ユーザとエージェントとの間におけるインタラクションの遷移例を説明
するための図である。
【図４】図４は、本実施の形態に係るエージェントの構成例を説明するためのブロック図
である。
【図５】図５Ａ及び図５Ｂは、呼称未定物に対して自動で呼称を付与する方法の一例を説
明するためのフローチャートである。
【図６】図６は、呼称ＤＢの登録内容の一例を示す図である。
【図７】図７Ａ及び図７Ｂは、推薦情報として１個のアイテムを表示する場合の処理例を
説明するための図である。
【図８】図８は、推薦情報として３個のアイテムを表示する場合の処理例を説明するため
の図である。
【図９】図９は、推薦情報として３個のアイテムを表示する場合の処理例を説明するため
のフローチャートである。
【図１０】図１０は、呼称の重複を避けるために行われる処理の具体例を説明する際に参
照される図である。
【図１１】図１１は、呼称の重複を避けるために行われる処理の具体例を説明する際に参
照される図である。
【図１２】図１２は、呼称の重複を避けるために行われる処理の他の具体例を説明するた
めの図である。
【図１３】図１３は、呼称ＤＢの登録内容の一例を示す図である。
【図１４】図１４は、呼称の重複が避けられない場合に行われる処理の一例を説明するた
めの図である。
【図１５】図１５は、所定のアイテムに対応する複数の呼称を表示する場合の表示例を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本開示の実施の形態等について図面を参照しながら説明する。なお、説明は以下
の順序で行う。
＜一実施の形態＞
＜変形例＞
　以下に説明する実施の形態等は本開示の好適な具体例であり、本開示の内容がこれらの
実施の形態等に限定されるものではない。
【００１２】
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＜一実施の形態＞
［一実施の形態の概要］
　図１は、本実施の形態の概要を説明するための図である。図１に示すように、ユーザＵ
が情報処理装置の一例であるエージェント１０に対する入力を行い、エージェント１０は
、入力に応じた結果をユーザＵに提示する。なお、エージェントとは、例えば、可搬可能
な程度の大きさである音声入出力装置若しくはそれらの装置が有するユーザとの音声対話
機能を意味する。このようなエージェントは、スマートスピーカなどと称される場合もあ
る。勿論、エージェントはスマートスピーカに限定されることなく、ロボット等であって
も良いし、それ自体独立したものではなく、スマートホン等の各種の電子機器や車載機器
、白物家電に組み込まれたものであっても良い。
【００１３】
　本実施の形態では、ユーザＵは、発話による入力をエージェント１０に対して行う。例
えば、ユーザＵは「お出かけ先のおすすめを教えて」と発話する。当該発話が入力された
エージェント１０は、公知の手法に基づいて情報を検索し、例えば「こんなのどうでしょ
う？」のような音声と共に検索結果をユーザＵに提示する。検索結果の提示は音声、表示
等、適宜な方法により行われる。本実施の形態では、プロジェクション表示により検索結
果がユーザＵに対して提示される。
【００１４】
　検索結果として、１又は複数のアイテムが表示される。本実施の形態では、アイテムを
公園、動物園、遊園地等の施設として説明するが、これに限定されるものではなく、ユー
ザＵの要求に対応する物であれば何でも良い。
【００１５】
　図２は、ユーザＵに対して表示されるアイテムの一例を示す図である。図２に示す例で
は、ユーザＵに対して複数のアイテムが表示されている。具体的には、「稲毛海浜公園プ
ール」、「ふなばし三番瀬海浜公園」、「千葉市動物公園」の３個のアイテムが表示され
ている。個々のアイテムの正式名称が表示される。正式名称とは、施設の管理者等（アイ
テムが書籍の場合は著作者等）により付された名称であり、略されていない名称を意味す
る。正式名称の下には、各アイテムに対応する画像が表示されている。画像の下側には、
アイテムの場所やアクセス方法を示す情報が表示される。
【００１６】
　ここで、３個のうちの少なくとも１個のアイテムは、呼称未定物である。説明の便宜を
考慮して、本実施の形態では、３個のアイテムの全てを呼称未定物として説明する。即ち
、図２に示す３個のアイテムは、一般的に呼ばれる略称が確立していない、若しくは、一
般的に呼ばれる略称が複数、存在するアイテムである。一般的に、正式名称にはアイテム
が存在する場所等が含まれるため、文字数が長くなる傾向がある。アイテムが周知になる
につれ、当該アイテムをより呼びやすい略称が使用されるようになる。しかしながら、呼
称未定物の場合はそのような略称が存在しないため、ユーザＵが任意の略称を発話した場
合でも、当該発話に含まれる略称をエージェント１０側で認識することができず、発話に
よるアイテムの特定ができない虞がある。
【００１７】
　そこで、本実施の形態では、エージェント１０が、アイテムの正式名称に基づいてユー
ザＵが当該アイテムを示すと考えられる呼称を事前に生成する。そして、エージェント１
０は、生成した呼称を表示する。図２に示す例では、正式名称の上側に呼称が表示される
。例えば、正式名称である「稲毛海浜公園プール」の上側に、エージェント１０によって
生成された呼称「稲毛海浜プール」が表示される。また、正式名称である「ふなばし三番
瀬海浜公園」の上側に、エージェント１０によって生成された呼称「三番瀬海浜公園」が
表示される。また、正式名称である「千葉市動物公園」の上側に、エージェント１０によ
って生成された呼称「千葉動物公園」が表示される。
【００１８】
　なお、本実施の形態では、エージェント１０によって生成された呼称は、正式名称に比
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べて強調して表示される。例えば、エージェント１０によって生成された呼称の文字サイ
ズが、正式名称の文字サイズに比べて大きくされる。係る表示により、エージェント１０
によって生成された呼称を発話するように、ユーザＵを誘導することができる。
【００１９】
　図３は、ユーザＵとエージェント１０との間におけるインタラクションの遷移例を説明
するための図である。ユーザＵは、表示された複数のアイテム（図２参照）が気に入らな
い場合は、例えば「他を見せて」と発話する。当該発話に応じてエージェント１０は他の
アイテムを検索し、検索結果を表示する。また、ユーザＵは、表示された複数のアイテム
のうち興味があるアイテムが存在する場合には、当該アイテムを発話で指定する。ここで
、本実施の形態では、エージェント１０により生成された呼称が正式名称に比べて強調し
て表示されているため、ユーザＵが当該呼称を発話することを誘導することができる。
【００２０】
　例えば、「ふなばし三番瀬海浜公園」の呼称である「三番瀬海浜公園」を含む「三番瀬
海浜公園の詳細を見せて」とユーザＵが発話する。エージェント１０は、「三番瀬海浜公
園」は自身が生成した呼称であることから「三番瀬海浜公園」に対応する情報を同定する
ことができ、その結果に応じた処理を実行することができる。例えば、エージェント１０
は、図３に示すように、「三番瀬海浜公園」に関する詳細な情報を含む詳細画面を表示で
きる。なお、詳細画面を表示する際に、詳細情報を音声により出力しても良い。
【００２１】
　なお、ユーザＵが、詳細画面から複数のアイテムが表示される一覧画面に表示内容を戻
したい場合には、ユーザＵは例えば「前に戻って」と発話すれば良い。当該発話が入力さ
れたエージェント１０は、表示内容を詳細画面から一覧画面に遷移させる処理を行う。
【００２２】
　このように、本実施の形態では、エージェント１０が所定のアイテムの正式名称に基づ
く複数の呼称を生成する。そして、アイテムを推薦情報として提示する場合に、少なくと
も１個の呼称を、アイテムを示す情報と共に提示する。係るエージェント１０の処理によ
り、ユーザＵに対して、提示された呼称によるアイテムの指定を誘導することができる。
ユーザＵは、正式名称より呼びやすい呼称を使用して、アイテムの指定を行うことができ
る。また、エージェント１０は、発話された呼称に対応するアイテムを識別することがで
きる。従って、ユーザＵが任意の呼称によりアイテムを指定することに比べて、エージェ
ント１０が、指定されたアイテムを誤認識してしまうことを防止することができる。以上
の概要を踏まえつつ、本実施の形態の詳細について更に説明する。
【００２３】
［エージェントについて］
（エージェントの構成例）
　図４は、本実施の形態に係るエージェント１０の構成例を説明するためのブロック図で
ある。エージェント１０は、例えば、制御部２１、入出力部２２、音声認識部２３、呼称
処理部２４、呼称データベース（ＤＢ）２５、発話意味解析部２６及び情報取得部２７を
有している。
【００２４】
　制御部２１は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）から構成されており、図示
しないＲＯＭ(Read Only Memory)及びＲＡＭ（Random Access Memory）を有している。Ｒ
ＯＭには、制御部２１によって実行されるプログラムが格納されている。ＲＡＭは、制御
部２１によりプログラムが実行される際のワークメモリとして使用されたり、処理データ
を一時的に記憶するメモリとして使用される。制御部２１によって、エージェント１０の
動作が制御される。例えば、制御部２１は、呼称処理部２４により選択された呼称を、ア
イテムを示す情報と共に表示する表示制御部として機能する。
【００２５】
　入出力部２２は、ユーザＵからの入力を受け付ける構成や、ユーザＵに対して各種の情
報を出力する構成を総称したものである。ユーザＵからの入力を受け付ける構成としては
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、発話を受け付けるマイクロホン、操作入力を受け付けるタッチパネル、リモートコント
ロール装置、ボタン等の入力デバイス、ジェスチャによる操作や視線を検出する撮像デバ
イス等を例示することができる。ユーザＵに対して各種の情報を出力する構成としては、
音声を出力するスピーカ、表示による情報提示を行うためのディスプレイやプロジェクシ
ョン装置、振動等による提示を行うためのデバイス等を例示することができる。なお、入
出力部２２の構成は、エージェント１０が有する機能に応じて、適宜変更することができ
る。本実施の形態に係る入出力部２２は、少なくとも、発話を受け付けるマイクロホン及
び表示を行うディスプレイ（プロジェクション表示やＨＵＤ(Head Up Display)等でも良
い）を有している。
【００２６】
　音声認識部２３は、入出力部２２を介して入力されたユーザＵの発話（音声）に対して
、公知の方法による音声認識を行う。音声認識部２３は、音声認識の結果を制御部２１に
供給する。
【００２７】
　呼称処理部２４は、制御部２１の制御に応じて、所定のアイテムの正式名称に基づく複
数の呼称を生成する。また、呼称処理部２４は、制御部２１の制御に応じて、所定のアイ
テムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を呼称ＤＢ２５から選択し
て読み出す。このように、本実施の形態に係る呼称処理部２４は、呼称生成部及び選択部
として機能する。
【００２８】
　呼称処理部２４は、呼称ＤＢ２５にアクセス可能とされている。呼称ＤＢ２５としては
、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等の磁気記憶デバイス、半導体記憶デバイス、光
記憶デバイス、光磁気記憶デバイス等が挙げられる。呼称ＤＢ２５には、呼称処理部２４
により生成された呼称が正式名称等と対応付けられて記憶されている。なお、呼称ＤＢ２
５に記憶される情報の具体例については後述する。
【００２９】
　発話意味解析部２６は、音声認識部２３による音声認識の結果を制御部２１を介して受
け取り、音声認識の結果を使用してユーザＵの発話の意味を解析する。発話意味解析部２
６の処理により、例えば、発話に基づくユーザＵの意図及びその対象が解析される。
【００３０】
　情報取得部２７は、ネットワーク上に存在する外部サーバ１５や可搬型のメモリ等から
情報を取得する。情報取得部２７の具体例としては、インターネット等のネットワークに
接続するための通信部を挙げることができる。この場合、情報取得部２７は、通信方式に
対応した変復調回路、アンテナ等を有する。通信は、有線による通信でも良いし、無線に
よる通信でも良い。無線通信としては、ＬＡＮ（Local Area Network）、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、またはＷＵＳＢ（Wireless USB）等が挙げ
られる。情報取得部２７により、各種の情報が取得される。例えば、新規に開設したテー
マパーク、店舗等の施設や新刊の情報、ユーザＵにより指定されたアイテムに関する詳細
情報等が情報取得部２７により取得される。
【００３１】
　以上、エージェント１０の構成例について説明した。勿論、エージェント１０が、例示
した構成以外の構成を有していても良い。また、エージェント１０が有する一部の構成を
、エージェント１０とは異なる外部装置（例えば、クラウド上の機器やエージェント１０
に着脱自在とされるメモリ）が有する構成であっても良い。
【００３２】
（エージェントの動作例）
　次に、エージェント１０の動作例について説明する。例えば、ユーザＵにより「三番瀬
海浜公園（正式名称：ふなばし三番瀬海浜公園）の詳細を見せて」との発話がなされた場
合を想定する。なお、三番瀬海浜公園とは、上述したように、エージェント１０により表
示された呼称である。
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【００３３】
　ユーザＵの発話が入出力部２２に入力され、発話の音声データが制御部２１を介して音
声認識部２３に供給される。音声認識部２３は、音声データに基づく音声認識を行う。音
声認識の方法は、公知の方法を適用することができる。音声認識の結果、例えば、「サン
バンセカイヒンコウエン」との用語（名詞）が認識される。
【００３４】
　音声認識部２３は、音声認識の結果を制御部２１に供給する。制御部２１は、音声認識
の結果を呼称処理部２４に供給する。呼称処理部２４は、音声認識の結果に基づいて呼称
ＤＢ２５を検索し、「サンバンセカイヒンコウエン」に対応する正式名称を検索する。検
索の結果、「サンバンセカイヒンコウエン」に対応する正式名称が「ふなばし三番瀬海浜
公園」であることが判別される。判別結果が制御部２１に供給される。
【００３５】
　一方、音声認識部２３による音声認識の結果は、制御部２１から発話意味解析部２６に
対して供給される。発話意味解析部２６は、音声認識の結果に基づいて、「詳細を見る」
というユーザＵの意図（Domain Goal）を解析する。発話意味解析部２６は、解析結果を
制御部２１に供給する。
【００３６】
　制御部２１は、呼称処理部２４及び発話意味解析部２６から供給される情報に基づいて
、ユーザＵが「ふなばし三番瀬海浜公園の詳細を見る」ことを希望していることを認識す
る。そして、制御部２１は、情報取得部２７を制御して、ふなばし三番瀬海浜公園に関す
る詳細情報を取得する。
【００３７】
　制御部２１は、ふなばし三番瀬海浜公園に関する詳細情報を入出力部２２のディスプレ
イに表示する。ふなばし三番瀬海浜公園に関する詳細情報が音声によりユーザＵに提示さ
れても良い。
【００３８】
［呼称の付与について］
（アイテムの情報を取得）
　次に、所定のアイテムの正式名称に基づいて呼称を付与する処理について説明する。呼
称を付与する対象のアイテム情報は、例えば、情報取得部２７により取得される。情報取
得部２７は、例えば、ネットワーク上の情報を周期的に検索し、「新規開園」、「新規開
店」、「開園予定日」等の文字を検索し、その対象物を呼称未定物のアイテムと認識し、
当該アイテムの正式名称を取得する。なお、呼称未定物のアイテムに関する情報は、サー
ビス提供者から購入するようにしても良い。
【００３９】
　呼称未定物のアイテムに対して呼称を付与する方法の一つとして、手動で呼称を付与す
る方法が挙げられる。例えば、ラベラー（人物）が主観に基づいて呼称を付与して登録す
る。しかしながら、全ての呼称未定物に対して人手により呼称を付与するのは現実的でな
い。そこで、呼称未定物に対して自動で呼称を付与することが好ましい。
【００４０】
（呼称を自動で付与する方法の例）
　図５Ａ及び図５Ｂは、呼称未定物に対して自動で呼称を付与する方法の一例を説明する
ためのフローチャートである。ステップＳＴ１１では、所定のアイテム（アイテムｉ）の
情報が情報取得部２７により取得される。より具体的には、アイテムｉの正式名称が情報
取得部２７により取得される。取得されたアイテムｉの正式名称が制御部２１に供給され
る。そして、処理がステップＳＴ１２に進む。
【００４１】
　ステップＳＴ１２では、呼称処理部２４が、情報取得部２７から供給されたアイテムｉ
の正式名称に対応する呼称の有無を検索する。ここで、アイテムｉの呼称の登録件数が０
件でない、即ち、アイテムｉが呼称未定物でない場合には呼称を付与する必要がないので
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処理が終了する。ステップＳＴ１２の判定処理において、アイテムｉの呼称の登録件数が
０件である場合は、処理がステップＳＴ１３に進む。
【００４２】
　ステップＳＴ１３では、アイテムｉが呼称未定物であることから、アイテムｉの呼称を
付与する呼称付与処理が実行される。呼称付与処理は、例えば、制御部２１の制御に応じ
て、呼称処理部２４により行われる。
【００４３】
　図５Ｂは、本実施の形態に係る呼称付与処理の流れを示すフローチャートである。本実
施の形態に係る呼称付与処理では、アイテムｉの正式名称を形態素解析し、その結果を適
宜組み合わせることにより付与する呼称を生成する。なお、説明の理解を容易とするため
に、以下では、アイテムｉの正式名称を「ふなばし三番瀬海浜公園」として説明する。
【００４４】
　ステップＳＴ１５では、正式名称を形態素に分解する処理が行われる。係る処理により
、正式名称「ふなばし三番瀬海浜公園」が、例えば「ふなばし」、「三番瀬」、「海浜」
、「公園」に分解される。そして、処理がステップＳＴ１６に進む。
【００４５】
　ステップＳＴ１６では、呼称処理部２４が、ｎ－ｇｒａｍと呼ばれる方法で呼称を生成
する。係る処理がfor(int j=1; j<=a; j++)（但し、aはパラメータ）でループされる。
例えば、
ｊ＝１の場合は、「ふなばし」、「三番瀬」、「海浜」、「公園」
ｊ＝２の場合は、「ふなばし三番瀬」、「三番瀬海浜」、「海浜公園」
のように呼称が生成される。ｊ＝３以降についても同様にして呼称が生成される。
そして、処理がステップＳＴ１７に進む。
【００４６】
　ステップＳＴ１７では、呼称処理部２４が、生成したアイテムｉに関する呼称を所定の
情報に対応付けて呼称ＤＢ２５に登録する。そして、処理が終了する。
【００４７】
　なお、アイテムｉに対して呼称を付与する方法は上述した方法に限定されることなく、
公知の方法を適用することができる。
【００４８】
（呼称ＤＢ２５の登録内容）
　図６は、呼称ＤＢ２５の登録内容の一例を示す図である。所定のアイテムの正式名称毎
にアイテムＩＤが対応付けられる。例えば、正式名称「ふなばし三番瀬海浜公園」にはア
イテムＩＤとして「０００１」が対応付けられる。また、正式名称「長井海の手公園ソレ
イユの丘」にはアイテムＩＤとして「０００２」が対応付けられる。
【００４９】
　また、呼称処理部２４により生成された呼称が、正式名称及び正式名称に対応するアイ
テムＩＤと対応付けられて呼称ＤＢ２５に記憶される。例えば、図６に示されるように、
呼称処理部２４により生成された「三番瀬海浜公園」という呼称が、呼称（カナ）「サン
バンセカイヒンコウエン」、正式名称「ふなばし三番瀬海浜公園」、アイテムＩＤ「００
０１」に対応付けられて記憶される。
【００５０】
［呼称の表示について］
　次に、１又は複数のアイテムをユーザＵに推薦情報として表示する場合に、呼称をどの
ように選定し、表示するかについて説明する。本実施の形態では、推薦情報は、例えば、
ユーザＵからの推薦情報を表示する発話による要求に応じて表示される。勿論、ユーザＵ
の状態（休息している状態等）に応じて、自動で推薦情報が表示されるようにしても良い
。なお、推薦情報として如何なるアイテムを選択するかについてのアルゴリズムは、特定
のものに限定されることなく、公知の方法を適用することができる。
【００５１】
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（推薦情報として１個のアイテムを表示する場合）
　始めに、推薦情報として１個のアイテムを表示する場合について説明する。図７Ａに示
すように、１個のアイテムが推薦情報として表示される。本例におけるアイテムは、正式
名称が「ふなばし三番瀬海浜公園」であるアイテムである。エージェント１０は、アイテ
ムに対応する呼称を表示する。ここで、図７Ｂに示すように、呼称ＤＢ２５には、正式名
称「ふなばし三番瀬海浜公園」に対応する呼称として「三番瀬海浜公園」、「海浜公園」
及び「公園」が記憶されている。
【００５２】
　呼称処理部２４は、正式名称「ふなばし三番瀬海浜公園」に対応する呼称「三番瀬海浜
公園」、「海浜公園」及び「公園」のうち何れかを選択する。そして、呼称処理部２４に
より選択された呼称が制御部２１の制御によりディスプレイに表示される。
【００５３】
　呼称処理部２４は、例えば、３個の呼称をランダムに選定する。呼称処理部２４は、デ
ィスプレイ上に表示できる最大文字数に最も近い長さの呼称を選択しても良い。「海浜公
園」や「公園」のような一般的な名称では、ユーザＵがアイテムを具体的に選択する選択
感が乏しくなる可能性もあるので、一般的な名称でない呼称（本例における「三番瀬海浜
公園」）を呼称処理部２４が選択するようにしても良い。
【００５４】
　ユーザＵは、表示されたアイテムの詳細情報を希望する場合には、表示された呼称を用
いて「三番瀬海浜公園の詳細を見せて」等を発話すれば良い。ユーザＵは、推薦情報とし
て他のアイテムを確認したい場合には「他の情報を見せて」等を発話すれば良い。なお、
本実施の形態では、呼称と共に正式名称も表示している。従って、ユーザＵによる正式名
称を用いた発話がなされる可能性もある。そこで、本実施の形態では、正式名称を用いた
発話が入力された場合でも呼称を用いた発話が入力された場合の処理と同様の処理が行わ
れるようにしている。
【００５５】
（推薦情報として複数のアイテムを表示する場合）
　次に、推薦情報として複数のアイテムを表示する場合について説明する。図８に示すよ
うに、複数のアイテム、例えば、３個のアイテムに関する情報が同時に表示される。そし
て、アイテム毎に呼称処理部２４により選択された呼称がアイテムを示す情報（例えば、
サムネイル画像）等と共に表示される。呼称処理部２４は、複数のアイテムを推薦情報と
して表示する場合に、各アイテムを、それぞれに対応付けられた呼称により特定できるよ
うに、各アイテムに対応付けられる呼称を選択する。
【００５６】
　図９は、推薦情報として複数（例えば３個）のアイテムを表示する場合の処理例を説明
するためのフローチャートである。ステップＳＴ２１では、例えばユーザＵの発話による
入力に応じて、制御部２１が、一覧表示する対象の複数のアイテムを決定する。そして、
処理がステップＳＴ２２に進む。
【００５７】
　ステップＳＴ２２では、制御部２１が決定したアイテムの正式名称に対応する呼称を、
呼称処理部２４がアイテム毎に選択する。呼称処理部２４は、各アイテムＩＤに対応する
呼称のうち一番上位の呼称を選択しても良いし、所定の正式名称に対応する複数の呼称の
中からランダムに呼称を選択しても良い。そして、処理がステップＳＴ２３に進む。
【００５８】
　ここで、推薦情報として複数のアイテムを同時に表示する場合には、１個のアイテムの
みを表示する場合と異なり、重複した呼称（一致した呼称）が表示されないようにする必
要がある。重複した呼称が表示されてしまうと、ユーザＵが当該呼称を用いた発話をして
も呼称に対応するアイテムを特定できないからである。
【００５９】
　そこで、ステップＳＴ２３では、所定のアイテムに対応する呼称（呼称処理部２４によ
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り選択された呼称）が、他のアイテムの選択済みの呼称と文字列が重複した場合に、選択
された呼称とは異なる他の呼称が選択される。係る処理は、例えば、呼称処理部２４によ
り行われる。そして、処理がステップＳＴ２４に進む。
【００６０】
　ステップＳＴ２４では、全てのアイテムに関して、表示する呼称が決定したか否かが、
例えば、制御部２１により判断される。判断の結果、全てのアイテムに関して、表示する
呼称が決定していない場合は、処理がステップＳＴ２２に戻り、ステップＳＴ２２以降の
処理が繰り返される。判断の結果、全てのアイテムに関して、表示する呼称が決定した場
合は、処理が終了する。
【００６１】
（呼称の重複を避けるために行われる処理の具体例）
　次に、呼称の重複を避けるために行われる処理の具体例について説明する。図１０は、
呼称ＤＢ２５に記憶される情報の一例を示している。本例では、上述した呼称ＤＢ２５に
記憶される情報（図６参照）と異なり、各正式名称に更に属性情報としてジャンルが対応
付けられている。例えば、正式名称「ふなばし三番瀬海浜公園」にはジャンルとして「公
園」が対応付けられている。同様に、正式名称「長井海の手公園ソレイユの丘」にもジャ
ンルとして「公園」が対応付けられている。
【００６２】
　ここで、同じジャンルに属する「ふなばし三番瀬海浜公園」及び「長井海の手公園ソレ
イユの丘」に関する情報を推薦情報として表示する場合を想定する。図１０に示すように
、「ふなばし三番瀬海浜公園」（アイテムＩＤ＝０００１）に関して選択可能な呼称は、
「三番瀬海浜公園」、「海浜公園」及び「公園」である。また、「長井海の手公園ソレイ
ユの丘」（アイテムＩＤ＝０００２）に関して選択可能な呼称は、「ソレイユの丘」、「
長井海の手公園及び「公園」である。この場合、呼称処理部２４は、「ふなばし三番瀬海
浜公園」に関して選択される呼称と「長井海の手公園ソレイユの丘」に関して選択される
呼称とが重複しないように呼称を選択する。例えば、呼称処理部２４は、複数の選択可能
な呼称の中で文字数が最大の呼称を選択する。ジャンルが同じ場合は名称の特徴が似通っ
ており、呼称が長い方がそれぞれのアイテムの特徴が際立つ可能性が高い、即ち、選択さ
れた呼称が重複する可能性（一致する可能性）が極めて低くなるからである。
【００６３】
　また、呼称処理部２４は、例えば、あるアイテムに関しては、複数の選択可能な呼称の
中で文字数が最大の呼称を選択する。そして、呼称処理部２４は、他のアイテムに関して
は、選択した呼称との文字数の差が所定文字数以内（例えば、５文字以内）の呼称を選択
するようにしても良い。係る選択によっても同様の効果を得ることができる。
【００６４】
　一方、図１１に示すように、正式名称に対応するジャンルが異なる場合もある。例えば
、正式名称「江戸東京博物館」にはジャンル「博物館」が対応付けられている。また、正
式名称「長井海の手公園ソレイユの丘」にはジャンル「公園」が対応付けられている。ジ
ャンルが異なる場合は名称の特徴が異なる場合が多いため、選択された呼称同士が重複し
てしまう可能性は低い。このため、推薦情報として異なるジャンルのアイテムが表示され
る場合には、それぞれのアイテムに対応する呼称を文字数等に制約されることなく適宜な
方法により選択することができる。
【００６５】
　呼称の重複を避けるために行われる処理の他の具体例について、図１２を参照して説明
する。本例では、新たな呼称を選択する際に、既に選択された呼称とは類似性の低い（類
似性が所定より小さい）呼称を選定する。類似性を測る一般的な尺度として、レーベンシ
ュタイン距離やジャロ・ウィンクラー距離と呼ばれる言語的な距離を用いることが可能で
ある。
【００６６】
　一例として、以下のようにして呼称が選択される。
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　１件目のアイテムの呼称は、アイテムの正式名称に対応する呼称の中からランダムで選
択される。
　２件目のアイテムの呼称として、１件目に選択された呼称との距離が最大の呼称が選択
される。
　３件目のアイテムの呼称として、１件目、２件目に選択された呼称との距離平均が最大
となる呼称が選択される。
　以降、同様にして呼称が選択される。
　このように、本例では、図１２に模式的に示すように、ｉ番目のアイテムの呼称を選択
する場合に、（ｉ－１）番目までに選択された呼称との距離平均が最大になる呼称を選択
する。係る処理を行うことにより、アイテムの呼称同士が重複してしまうことを防止する
ことができる。
【００６７】
　呼称の重複を避けるために行われる処理の他の具体例について、図１３を参照して説明
する。図１３は、呼称ＤＢ２５に記憶される情報の一例を示している。本例では、各正式
名称に更に属性情報として場所情報が対応付けられている。
【００６８】
　本例では、呼称を選択する方法として、ネットワークを介して得られる情報を参照して
呼称を選択する。例えば、「長井海の手公園ソレイユの丘」について、呼称の候補である
「ソレイユの丘」、「長井海の手公園」及び「公園」でのインターネット上のブログなど
におけるワードの出現頻度などから、頻度の高いものを呼称として選択してもよい。但し
、呼称「公園」などは一般的な名称であるため出現頻度が高くなり、選択される可能性が
高くなる。上述したように一般的な名称を呼称として選択してしまうと、呼称が重複する
虞がある。係る点を考慮して、例えば、行楽スポットの情報提示であるなら、場所情報と
同時に出現する頻度をカウントし、その頻度の高いものを呼称として選択する。場所情報
と共に出現する呼称は、一般的な名称ではなくある程度の情報を含む名称が多いため、一
般的な名称の呼称が選択されてしまうことを防止することができる。なお、本例では、行
楽スポットを推薦情報として表示する例であることから「場所」を正式名称に対応付ける
ようにしたが、正式名称に対応付けられる情報は、推薦情報として提示する情報の種類や
アプリケーションに応じて変化させることができる。
【００６９】
（呼称の重複が避けられない場合）
　上述した処理を行うことにより、表示されるアイテムの呼称が重複してしまうことを防
止することができるが、呼称の重複が避けられない場合も皆無ではない。以下、呼称の重
複が避けられない場合に行われる処理の一例について、図１４を参照して説明する。
【００７０】
　図１４に示すように、推薦情報としてアイテムＩ１～アイテムＩ３が選択される。そし
て、アイテムＩ１～Ｉ３を示す画像が表示されると共に、各アイテムに関して選択された
呼称が表示される。以下では、３個の呼称（アイテムＩ１に関する呼称、アイテムＩ２に
関する呼称、アイテムＩ３に関する呼称）のうち、少なくとも一部の呼称が重複している
。具体例として、アイテムＩ２の呼称とアイテムＩ３の呼称とが重複しているものとして
説明する。
【００７１】
　重複した呼称が使用されてしまうと、ユーザＵが指示するアイテムがアイテムＩ２及び
アイテムＩ３の何れであるかを特定することができない。そこで、係る場合には、制御部
２１は、呼称とは異なる選択情報をアイテムＩ１～Ｉ３のそれぞれを示す情報と共に表示
する。ここで、選択情報は、例えば、色及び形状の少なくとも一方である。
【００７２】
　具体例としては、各アイテムを示す画像が、形状が異なるようにして表示される。具体
的には、アイテムＩ１の画像は円状で表示される。アイテムＩ２の画像は矩形状で表示さ
れる。アイテムＩ３の画像は星形形状で表示される。画像の形状を変化させる処理は、例



(13) JP WO2020/017151 A1 2020.1.23

10

20

30

40

50

えば、制御部２１によって行われる。
【００７３】
　選択情報を表示することにより、呼称とは異なる観点によるアイテムの指定を可能とす
る。例えば、ユーザＵは、アイテムＩ３の詳細情報を得たい場合には「星の詳細を見せて
」等の発話をすれば良い。このように、呼称の重複が避けられない場合であっても、選択
情報を表示することにより、ユーザＵはアイテムを正確に指定することができる。
【００７４】
　エージェント１０が、選択情報によるアイテムの選択を促す出力を行うようにしても良
い。例えば、エージェント１０が「形でアイテムを選んでね」等の表示や音声出力を行う
ようにしても良い。
【００７５】
　なお、選択情報として、表示される呼称（本例では、アイテムＩＭ１～ＩＭ３の呼称）
に含まれる意味を有しない情報が用いられるようにしても良い。例えば、表示される呼称
（重複する呼称（アイテムＩＭ１、ＩＭ２の呼称）でも良いし、そうでない呼称（アイテ
ムＩＭ３の呼称）でも良い）に「赤石公園」が含まれる例を想定する。選択情報として色
を使用する場合に「赤色」を使用すると、ユーザＵが「あか」とは発話した場合に、エー
ジェント１０が「赤石公園」と誤認識してしまう虞がある。また、表示される呼称に「丸
井動物園」が含まれる例を想定する。選択情報として形状を使用する場合に「丸形状」を
使用すると、ユーザＵが「まる」とは発話した場合に、エージェント１０が「丸井動物園
」と誤認識してしまう虞がある。
【００７６】
　従って、選択情報として、表示される呼称に含まれる意味を有しない情報を用いること
により係る誤認識が発生することを防止することができる。具体的には、選択情報として
「赤色」や「丸形状」を使用しないことにより、上述した誤認識が発生してしまうことを
防止することができる。
【００７７】
（所定のアイテムに対応する複数の呼称の表示）
　上述した例では、１又は複数のアイテムを推薦情報として表示する場合に、当該アイテ
ムに対応する１個の呼称を表示するようにしたが、表示されるアイテムに対応する複数の
呼称を表示するようにしても良い。
【００７８】
　図１５は、所定のアイテムに対応する複数の呼称を表示する場合の表示例を示す図であ
る。図１５に示す表示例では、アイテムＩ１を「長井海の手公園ソレイユの丘」とし、ア
イテムＩ２を「ふなばし三番瀬海浜公園」とする。図１５に示すように、アイテムＩ１を
示す画像及びアイテムＩ２を示す画像が並んで表示される。そして、各アイテムを示す画
像の上側に、それぞれのアイテムに対応する複数の呼称が表示される。
【００７９】
　例えば、アイテムＩ１に対応する呼称として「ソレイユの丘」及び「長井海の手公園」
が表示される。また、アイテムＩ２に対応する呼称として「三番瀬海浜公園」及び「海浜
公園」が表示される。
【００８０】
　なお、表示される呼称は、呼称ＤＢ２５に記憶されている、アイテムに対応する呼称候
補の全てでも良いし、その一部でも良い。但し、他アイテムと重複する呼称は表示しない
ようにされる。例えば、アイテムＩ１に対応する呼称の候補として「公園」が存在し、ア
イテムＩ２に対応する呼称の候補としても「公園」が存在する（図１０参照）。この場合
は、呼称処理部２４は、重複する呼称「公園」を表示対象の呼称として選択しないように
する。
【００８１】
　このように、所定のアイテムに対応する複数の呼称を表示することにより、ユーザＵは
、自身が発話しやすいと感じる呼称を使用してアイテムを選択することが可能となる。な
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お、複数の呼称を表示する場合に、例えば、発話し易い呼称をエージェント１０が判断し
、発話し易い呼称をおすすめの呼称として表示するようにしても良い。例えば、発話しや
すいと判断された呼称を他の呼称と比べて、強調表示しても良い。強調表示の例としては
、発話し易い呼称をハイライト表示したり、発話し易い呼称の文字サイズを大きくしたり
、例えばドット状のＵＩ(User Interface)が発話し易い箇所の周囲を移動する等を挙げる
ことができる。発話し易い呼称は、例えば、文字数（具体例としては、文字数が所定文字
数以内）や韻律等に基づいて判断される。係る判断は、例えば、制御部２１により行われ
る。
【００８２】
　以上、本開示の一実施の形態について説明した。本開示の一実施の形態によれば、例え
ば、確立された呼称が存在しない若しくはどのような呼称で呼ばれるか不明なアイテムを
推薦情報として提示する場合であっても、当該アイテムに対応する呼称をエージェントが
予め生成し提示することができる。従って、ユーザに対して、提示された呼称の使用を誘
導することができる。エージェントにより提示された呼称をユーザが発話することにより
、エージェントは、発話に対応するアイテムを正確に認識することができる。また、本実
施の形態によれば、ユーザにより指示されたアイテムを特定することができない（一意に
同定できない）呼称が提示されてしまうことを防止することができる。
【００８３】
＜変形例＞
　以上、本開示の複数の実施の形態について具体的に説明したが、本開示の内容は上述し
た実施の形態に限定されるものではなく、本開示の技術的思想に基づく各種の変形が可能
である。以下、変形例について説明する。
【００８４】
　上述した一実施の形態において、推薦情報としてアイテムをどのような態様で表示する
かは、適宜、変更可能である。例えば、一覧表示するアイテム数、一覧画面におけるアイ
テムに対応する画像の有無や表示内容、表示順序等は、適宜、変更可能である。
【００８５】
　上述した実施の形態で説明した構成は一例に過ぎず、これに限定されるものではない。
本開示の趣旨を逸脱しない範囲で、構成の追加、削除等が行われて良いことは言うまでも
ない。本開示は、装置、方法、プログラム、システム等の任意の形態で実現することもで
きる。プログラムは、例えば、制御部が有するメモリや適宜な記録媒体に記憶され得る。
【００８６】
　本開示は、以下の構成も採ることができる。
（１）
　所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成する呼称生成部と、
　前記アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選択する選択
部と、
　前記選択された呼称を、前記アイテムを示す情報と共に表示する表示制御部と
　を有する
　情報処理装置。
（２）
　複数のアイテムを前記推薦情報として表示する場合に、前記選択部は、各アイテムを、
それぞれに対応付けられた呼称により特定できるように、各アイテムに対応付けられる呼
称を選択する
　（１）に記載の情報処理装置。
（３）
　前記選択部は、第１のアイテムに対応する第１の呼称と第２のアイテムに対応する第２
の呼称とが重複しないように呼称を選択する
　（２）に記載の情報処理装置。
（４）
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　前記選択部は、前記第１のアイテムと前記第２のアイテムとが同一のジャンルに属する
場合に、前記第１の呼称と前記第２の呼称とが重複しないように呼称を選択する
　（３）に記載の情報処理装置。
（５）
　前記選択部は、前記第１のアイテムに対応する呼称として前記第１の呼称と異なる呼称
を選択する場合に、前記第１の呼称との類似度が所定より小さい呼称を選択する
　（３）に記載の情報処理装置。
（６）
　前記表示制御部は、前記第１の呼称と前記第２の呼称との重複が避けられない場合に、
呼称とは異なる選択情報を、前記第１のアイテム及び前記第２のアイテムのそれぞれを示
す情報と共に表示する
　（３）から（５）までの何れかに記載の情報処理装置。
（７）
　前記選択情報によるアイテムの選択を促す出力を行う
　（６）に記載の情報処理装置。
（８）
　前記選択情報として、表示される呼称に含まれる意味を有しない情報が用いられる
　（６）又は（７）に記載の情報処理装置。
（９）
　前記選択情報は、色及び形状の少なくとも一方である
　（６）から（８）までの何れかに記載の情報処理装置。
（１０）
　前記選択部は、ネットワークを介して得られる情報を参照して呼称を選択する
　（１）から（９）までの何れかに記載の情報処理装置。
（１１）
　前記選択部は、複数の第１の呼称及び複数の第２の呼称を選択し、
　前記表示制御部は、前記複数の第１の呼称及び前記複数の第２の呼称を表示する
　（３）から（９）までの何れかに記載の情報処理装置。
（１２）
　呼称生成部が、所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成し、
　選択部が、前記アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選
択し、
　表示制御部は、前記選択された呼称を、前記アイテムを示す情報と共に表示する
　情報処理方法。
（１３）
　呼称生成部が、所定のアイテムの正式名称に基づく複数の呼称を生成し、
　選択部が、前記アイテムを推薦情報として表示する場合に、少なくとも１個の呼称を選
択し、
　表示制御部は、前記選択された呼称を、前記アイテムを示す情報と共に表示する
　情報処理方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【符号の説明】
【００８７】
１０・・・エージェント、２１・・・制御部、２２・・・入出力部、２４・・・呼称処理
部、２６・・・発話意味解析部、２７・・・情報取得部
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